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歴史的建造物誕生の

秘密を探る！
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秋
田
県
北
東
部
、
青
森
県
と
の
県

境
に
位
置
す
る
こ
の
地
に
は
、
か
つ

て
東
洋
一
と
称
え
ら
れ
た
銅
山
が

あ
っ
た
。
そ
の
繁
栄
を
物
語
る
遺
産

は
「
明
治
百
年
通
り
」
に
沿
っ
て
建

ち
並
び
、
鉱
山
の
ま
ち
小こ

さ
か
ま
ち

坂
町
の
観

光
名
所
と
な
っ
て
い
る
。
通
り
に
は

約
1
0
0
本
の
の
ぼ
り
が
色
鮮
や

か
に
は
た
め
き
、
そ
の
先
に
あ
る
西

洋
風
の
建
物
に
目
を
奪
わ
れ
る
。
建

物
は
1
9
1
0
（
明
治
43
）
年
に
こ

の
場
所
に
建
て
ら
れ
た
芝
居
小
屋
、

当
時
最
新
の
設
備
が
採
り
入
れ
ら
れ

た
「
康こ

う
ら
く
か
ん

楽
館
」
だ
。
国
内
屈
指
の
芝

居
小
屋
が
な
ぜ
北
の
鉱
山
の
ま
ち
に

生
ま
れ
た
の
か
。
そ
の
歴
史
を
た
ど

る
。

　

幕
末
に
発
見
さ
れ
て
以
来
、
銀
を

産
出
し
て
き
た
小
坂
鉱
山
だ
っ
た

が
、
明
治
20
年
代
後
半
に
は
銀
の
埋

蔵
量
に
か
げ
り
が
見
え
は
じ
め
て
い

た
。
そ
ん
な
折
、
起
死
回
生
の
一

手
と
し
て
活
路
を
見
い
だ
し
た
の

が
「
黒く

ろ
こ
う鉱
」
だ
っ
た
。
一
帯
で
豊
富

に
採
れ
た
黒
鉱
は
「
金
属
の
デ
パ
ー

ト
」
と
も
い
わ
れ
、
金
や
銀
、
銅
、

鉛
、
亜
鉛
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
種
類
の

金
属
を
含
ん
で
い
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ

を
取
り
出
す
製
錬
技
術
が
ま
だ
確
立

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。苦
心
の
末
に
、

小
坂
鉱
山
は
画
期
的
な
製
錬
方
法
を

生
み
出
す
こ
と
に
成
功
し
、
黒
鉱
か

ら
銅
を
採
り
出
す
「
銅
山
」
と
し
て

再
ス
タ
ー
ト
。
国
内
に
電
気
が
普
及

し
始
め
、
電
線
の
材
料
と
な
る
銅
の

ニ
ー
ズ
が
爆
発
的
に
高
ま
る
絶
好
の

タ
イ
ミ
ン
グ
だ
っ
た
。

　

1
9
0
5
（
明
治
38
）
年
に
は
、

現
在
の
貨
幣
価
値
に
換
算
し
て
約

6
兆
円
を
売
り
上
げ
る
と
、
町
の
人

口
も
一
気
に
増
加
。
ピ
ー
ク
時
の
住

民
登
録
は
２
万
４
千
人
で
、
秋
田
市

に
次
ぐ
県
下
第
２
位
。
働
き
に
来
て

い
る
人
や
そ
の
家
族
を
含
め
る
と

３
万
人
を
超
え
て
い
た
。
そ
ん
な
絶

頂
の
年
に
康
楽
館
は
誕
生
す
る
。
鉱

山
で
働
く
労
働
者
や
そ
の
家
族
に

娯
楽
を
与
え
る
福
利
厚
生
施
設
と
し

て
、
現
在
の
お
金
で
約
7
億
円
と
も

は
康
楽
館
だ
け
と
な
っ
た
。

　
客
席
は
座
布
団
席
か
椅
子
席
。
開
演

前
に
は
劇
場
の
黒
子
が
コ
ー
ヒ
ー
や

お
菓
子
な
ど
を
販
売
し
に
く
る
。
飲

食
を
し
な
が
ら
観
劇
で
き
る
の
も
昔

な
が
ら
の
芝
居
小
屋
の
特
徴
だ
。

　

客
席
の
天
井
も
見
所
の
1
つ
（
表

紙
写
真
）。
純
和
風
の
建
物
内
部
に

あ
っ
て
、
こ
こ
の
意
匠
だ
け
が
洋
風

だ
。
天
井
の
電
灯
も
古
く
か
ら
そ
こ

に
あ
る
。小
坂
鉱
山
は
1
8
9
7（
明

治
30
）
年
に
は
す
で
に
水
力
発
電
所

を
持
っ
て
い
て
、
そ
の
5
年
後
に
は

坑
外
用
に
電
気
機
関
車
を
走
ら
せ
て

い
る
。
東
北
地
方
で
は
電
気
の
明
か

り
を
見
た
こ
と
が
な
い
人
が
ほ
と
ん

ど
と
い
う
時
代
、
康
楽
館
に
は
電
気

が
引
か
れ
、
そ
の
明
か
り
の
下
で
観

劇
で
き
た
の
だ
。

　

一
方
で
、
花
道
に
役
者
を
せ
り
上

げ
る
「
切す

っ
ぽ
ん穴
」
や
舞
台
中
央
の
「
回

り
舞
台
」
と
い
っ
た
階
下
の
舞
台
装

置
は
江
戸
時
代
同
様
、
人
力
で
動
か

す
仕
組
み
。
し
か
も
今
も
現
役
で
使

わ
れ
て
い
る
と
い
う
か
ら
驚
き
で
あ

る
。

い
わ
れ
る
巨
額
を
投
じ
て
建
設
さ
れ

た
。
こ
け
ら
落
と
し
に
は
大
阪
か
ら

上
方
歌
舞
伎
の
役
者
を
招
き
、
１
週

間
の
間
、
鉱
山
従
業
員
ら
は
無
料
で

本
物
の
歌
舞
伎
を
楽
し
ん
だ
。
こ
の

大
盤
振
る
舞
い
か
ら
も
、
い
か
に
鉱

山
が
隆
盛
を
極
め
て
い
た
か
が
う
か

が
え
る
。

　

木
造
2
階
建
て
の
建
物
は
、
外

観
が
左
右
対
称
の
ア
メ
リ
カ
ン
ゴ

シ
ッ
ク
調
。
建
物
内
部
も
、
収
容
人

数
6
0
0
人
の
広
い
空
間
を
確
保
す

る
た
め
に
梁
や
柱
で
屋
根
を
支
え
る

必
要
の
な
い
西
洋
建
築
の
技
術
「
ト

ラ
ス
構
造
」
が
採
用
さ
れ
た
が
、
花

道
の
ほ
か
に
も
う
1
本
仮か

り
は
な
み
ち

花
道
が
常

設
さ
れ
る
な
ど
江
戸
時
代
の
伝
統
的

な
芝
居
小
屋
の
造
り
を
継
承
し
て
い

る
。
モ
デ
ル
は
初
代
歌
舞
伎
座
だ
と

い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
代
、
西
洋

風
の
外
観
を
し
た
芝
居
小
屋
が
日
本

各
地
に
建
っ
た
が
、
移
築
改
築
を
せ

ず
当
時
か
ら
姿
を
変
え
ず
に
残
る
の

鉱
山
隆
盛
の
最
中
に

生
ま
れ
た
芝
居
小
屋

和
と
洋
、最
新
と
伝
統
が

融
合
す
る
建
築
空
間

明治の輝きを今に伝える和洋建築の木造芝居小屋

繁栄の証、ともし続けて
砂山幹博 ＝ 取材・文　田中勝明 ＝ 撮影
text by Mikihiro Sunayama / photographs by Katsuaki Tanaka
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歴
史
的

建
造
物
誕
生
の

秘
密
を
探
る
！

花道には「切穴」と呼ばれる切り抜か
れた穴があり、昇降できる仕組みにな
っている。舞台下から舞台上へ、せり
上がりながら役者が登場すると、観客
から拍手喝采が湧き起こる
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東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
を
機
に

本
格
的
な
テ
レ
ビ
時
代
が
到
来
す
る

と
、
多
く
の
芝
居
小
屋
が
閉
館
に
追

い
込
ま
れ
た
。
康
楽
館
も
1
9
7
0

（
昭
和
45
）
年
に
一
般
の
興
行
を
中

止
。
建
物
も
老
朽
化
が
進
ん
で
い
た

た
め
取
り
壊
し
の
危
機
に
陥
る
が
、

小
坂
町
の
人
々
の
努
力
と
情
熱
の
甲

斐
あ
っ
て
、
1
9
8
6（
昭
和
61
）
年

に
町
の
観
光
文
化
財
と
し
て
修
復
さ

れ
新
た
な
歴
史
を
刻
み
始
め
た
。

　

現
在
は
毎
年
の
恒
例
行
事
と
し
て

当
代
人
気
役
者
が
演
じ
る
歌
舞
伎
公

演
が
行
わ
れ
る
ほ
か
、
冬
季
を
除
く

8
カ
月
間
、
4
0
0
回
を
超
え
る

公
演
を
大
衆
演
劇
が
担
っ
て
い
る
。

時
代
劇
や
人
情
劇
と
い
っ
た
お
芝
居

と
舞
踊
シ
ョ
ー
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る

大
衆
演
劇
の
魅
力
は
、
役
者
と
お
客

さ
ん
と
の
距
離
の
近
さ
に
あ
り
、
康

楽
館
は
特
に
そ
の
度
合
い
が
強
い
と

い
う
。
実
際
に
舞
台
に
立
つ
役
者
さ

ん
に
話
を
伺
っ
た
。

 「
ホ
テ
ル
や
常
設
劇
場
な
ど
日
本
中

さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
演
じ
ま
す
が
、

康
楽
館
の
よ
う
な
設
備
と
雰
囲
気
を

併
せ
持
つ
芝
居
小
屋
は
あ
ま
り
見
ら

れ
ま
せ
ん
。
1
階
と
2
階
に
席
が
あ

る
の
も
大
劇
場
の
雰
囲
気
が
あ
っ
て

独
特
で
す
。
康
楽
館
の
舞
台
に
立
つ

と
、
そ
の
空
間
が
そ
う
さ
せ
る
の
か
、

お
客
さ
ん
が
す
で
に
芝
居
を
す
る
空

気
を
作
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
ん
で

す
。
こ
れ
ほ
ど
役
者
を
助
け
て
く
れ

る
芝
居
小
屋
は
そ
う
は
あ
り
ま
せ
ん
」

　

鉱
山
従
業
員
ら
を
楽
し
ま
せ
て
い

た
娯
楽
の
舞
台
は
、
時
を
超
え
現
代

の
観
客
を
、
そ
し
て
そ
こ
で
演
じ
る

役
者
を
も
魅
了
し
て
い
る
。

小坂町周辺編

この地でしか味わえない、その場所だから
楽しめる情報をお届けします。

と
こ
ろ

か
わ
れ
ば

八幡平樹氷ツアー

十和田八幡平観光物産協会
FAX: 0186-23-7715　http://www.ink.or.jp/~kankou18/

　樹氷は、日本でも日本海
側の高地でしか見られない
非常に珍しい現象。秋田県
と岩手県の県境に広がる八
幡平では2月上旬～ 3月上旬
が見頃で、高気圧に覆われ
たおだやかな日には、最高
の景観を楽しむことができ
る。ツアーはスキー場のリフトに乗り、スキーもしくはスノー
シュー（西洋かんじき）で八幡平頂上の樹氷をめぐる往復7
時間の日帰りコース。（1人3,000円 保険料、リフト代、入浴
料込み ※事前にFAXにて予約）

訪

アメリカンゴシック調の正面外観。
すぐ目の前の明治百年通りには、ア
カシア並木とともに役者の名が染め
抜かれた100本ののぼりがはためく

桃豚ぶたんぽ

　「桃豚ぶたんぽ」とは、小坂町が誇るブランド豚「桃豚」の
生産者が考案した、きりたんぽを豚肉で包んだファストフー
ド。つやつやの秋田県産のお米をきりたんぽ状に串に巻き、

天然の米・麹・塩を使った
「八峰白神塩もろみ」を練り
込んだ豚肉ですっぽり包み
込んで、こんがりと焼き上
げるとできあがり。一見フ
ランクフルトソーセージの
ようだが、醤油ベースのた
れが香ばしく、肉の旨みを
存分に感じられる新グルメ
は、老若男女問わずに喜ば
れること間違いなし。（10本
入り 税込み3,240円）

（有）ポークランド
 0186-29-4000

買

　40年ほど前、「ラーメンと
カツ丼を同時に食べたいが、
ごはんが余計」というお客
さんのオーダーから生まれ
た「かつらーめん」。今では
小坂町を代表するB級グル
メだ。現在、町内7軒の飲食
店でそれぞれの味付けのか
つらーめんを提供している。
発祥の地であるこちらのお
店では、シンプルな醤油ラーメンに、卵で煮とじた地元産「桃
豚」を使ったトンカツをトッピング。煮干しが効いたスープ
と卵とじの甘い汁は意外にも相性抜群。食べ進めるうちにス
ープにトンカツの煮汁が混ざり合っていく。ボリューム満点
の小坂のソウルフード、ぜひご賞味あれ。（税込み800円）

奈良岡屋
 0186-29-2040

かつらーめん 味

歴
史
的

建
造
物
誕
生
の

秘
密
を
探
る
！

1.キセルの火種の跡が残る2階席の木の手すり。歴史を感
じさせる　2.2階は吹き抜けになっていて、舞台をコの字
状に囲むように客席が設けられている 1

1 2

2

3

1.2.直径9.73mの回り舞
台。舞台下に設置された
ろくろ仕掛けを黒子4人
で回し、重さ約2tの舞台
を動かす　3.舞台下側か
ら見た「切穴」の仕掛け。
人が乗ると約300㎏の重
さになるため、 滑 車 を
使って2人がかりで昇降
操作を行う

　かつて鉱産額で全国1位にまで登りつめた小坂鉱山の全盛期
を象徴する文化遺産で、康楽館に先駆けて1905（明治38）年に完
成。ルネッサンス風の意匠が特徴的な木造3階建ての建物には
天然秋田杉が惜しみなく使用されている。1997年まで現役の
事務所として使われた後、2001年に明治百年通りに移築・復
原された。鉱山は20年前に閉山したが、類い稀な製錬技術は
今も健在。携帯電話やパソコンといった「都市鉱山」から22種
類の金属を回収できる製錬企業が、往時の志を継承している。

鉱山の繁栄を物語るもう１つの建造物
「小坂鉱山事務所」

1

1.現在の小坂鉱山事務所
（国指定重要文化財）　2.明
治末期の小坂鉱山全景。明
治後半から大正前期にかけ
て、愛媛県の別子銅山、栃
木県の足尾銅山と並び、小
坂鉱山は日本三大銅山に数
えられている2

現
役
貫
く

大
衆
演
劇
の
華
舞
台

45



に
入
っ
て
く
れ
ま
し
た
﹂

　

社
内
で
の
高
評
価
を
受
け
、
そ
の

後
は
積
極
的
に
コ
ベ
ル
コ
機
を
導

入
。
現
在
で
は
計
7
台
を
保
有
す
る

ま
で
に
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
オ
ペ

レ
ー
タ
を
割
り
当
て
た
1
人
1
台
体

制
で
稼
働
さ
せ
て
い
る
。

 

﹁
自
分
専
用
機
に
す
る
こ
と
で
運
転

は
も
ち
ろ
ん
、
オ
イ
ル
交
換
の
時
期

も
し
っ
か
り
守
る
な
ど
、
一
人
ひ
と

り
が
機
械
を
大
切
に
扱
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
﹂︵
道
場
さ
ん
︶

　

ま
た
、
コ
ベ
ル
コ
の
サ
ー
ビ
ス
面

に
も
信
頼
を
寄
せ
て
い
る
と
い
う
。

 ﹁
以
前
、
S
K
1
3
5
S
R
に
油
圧

ポ
ン
プ
の
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
た
際
、

す
ぐ
に
コ
ベ
ル
コ
の
担
当
者
が
駆
け

つ
け
て
動
か
せ
る
と
こ
ろ
ま
で
修
理

を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
お
か
げ
で
無

事
回
送
車
に
載
せ
て
運
ぶ
こ
と
が
で

き
、
助
か
り
ま
し
た
﹂︵
道
場
さ
ん
︶

　　

2
0
1
7
年
2
月
、
道
場
建

設
で
は
静
岡
県
内
で
初
め
て
コ
ベ

ル
コ
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
シ
ョ
ベ
ル

S
K
2
0
0
H-
10
を
導
入
し
た
。

か
ね
て
か
ら
従
来
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

機
は
、
旋
回
時
の
操
作
性
が
課
題
だ

と
感
じ
て
い
た
道
場
さ
ん
。し
か
し
、

﹁
当
社
の
工
事
部
長
が
試
乗
し
て
操

静
岡
県
三
島
市
に
本
社
を
構
え
、
同

県
東
部
か
ら
中
部
、
ま
た
山
梨
県
で

も
土
木
工
事
を
手
が
け
る
株
式
会
社

道
場
建
設
。
同
社
で
は
現
社
長
を
中

心
に
、コ
ベ
ル
コ
製
シ
ョ
ベ
ル
の
導
入

を
進
め
、2
0
1
7
年
に
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
機
S
K
2
0
0
H-

10
を
購
入
。

2
0
2
0
年
の
完
成
を
目
指
す
新
東

名
高
速
道
路
御
殿
場
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
建
設
の
現
場
で
稼
働
さ
せ
て
い
る
。

作
性
を
確
認
。﹃
こ
れ
な
ら
現
場
で

使
え
る
﹄
と
判
断
し
、
購
入
を
決
め

ま
し
た
﹂
と
、
そ
の
導
入
経
緯
を
振

り
返
る
。

　

現
在
S
K
2
0
0
H-

10
は
、
静

岡
県
の
新
東
名
高
速
道
路
御
殿
場
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
建
設
の
現
場
で
稼

働
中
。
１
台
で
約
32
万
㎥
の
掘
削
工

事
を
担
っ
て
い
る
。
同
機
の
オ
ペ

レ
ー
タ
で
あ
る
山
田
信
夫
さ
ん
は
、

そ
の
性
能
を
こ
う
証
言
す
る
。

 

﹁
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
機
は
旋
回
力
に
課

題
が
あ
る
と
聞
い
て
い
ま
し
た
が
、

S
K
2
0
0
H-

10
は
と
て
も
ス

ム
ー
ズ
。
特
に
ダ
ン
プ
へ
の
土
砂
の

積
み
込
み
作
業
時
に
そ
の
操
作
性
の

良
さ
を
実
感
し
ま
す
。
燃
費
性
能
も

申
し
分
な
く
、
燃
料
補
給
の
回
数
も

少
な
く
済
む
の
で
仕
事
の
効
率
は
上

が
っ
て
い
ま
す
ね
﹂

　

燃
費
性
能
に
つ
い
て
は
、
経
営
者

で
あ
る
道
場
さ
ん
も
絶
賛
す
る
。
こ

れ
ま
で
も
同
社
で
は
、
コ
ベ
ル
コ
の

S
K
2
0
0
シ
リ
ー
ズ
を
使
用
し

て
お
り
、
特
に
S
K
2
0
0
︲
9

の
完
成
度
を
高
く
評
価
し
て
い
た
と

い
う
。

 ﹁
標
準
機
で
あ
る
S
K
2
0
0
︲
9

も
、
一
般
的
な
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
シ
ョ

ベ
ル
並
み
の
燃
費
効
率
で
利
益
を

も
た
ら
し
て
く
れ
て
い
ま
し
た
が
、

S
K
2
0
0
H-

10
は
そ
れ
と
比
べ

　

新
東
名
高
速
道
路
や
伊
豆
縦
貫
自

動
車
道
、
中
部
横
断
自
動
車
道
な
ど

の
工
事
を
手
が
け
て
き
た
道
場
建

設
。
こ
う
し
た
多
数
の
大
型
工
事
の

実
績
を
誇
る
同
社
が
現
在
保
有
す
る

シ
ョ
ベ
ル
は
、
そ
の
ほ
ぼ
す
べ
て
が

コ
ベ
ル
コ
機
だ
と
い
う
。
代
表
取
締

役
の
道
場
睦
也
さ
ん
は
、
そ
の
理
由

を
こ
う
語
る
。

 

﹁
コ
ベ
ル
コ
機
を
初
導
入
し
た
の
は

10
年
以
上
前
で
し
た
が
、
数
年
前
に

コ
ベ
ル
コ
の
営
業
担
当
の
方
の
提
案

で
Ｓ
Ｋ
２
０
０
︲
８
を
導
入
し
ま
し

た
。
ま
ず
、
そ
の
燃
費
性
能
に
驚
い

た
の
で
す
が
、
レ
バ
ー
の
操
作
感
の

柔
ら
か
さ
と
い
っ
た
使
い
心
地
も
よ

く
、
私
以
上
に
ほ
か
の
従
業
員
が
気

株式会社道場建設
今回の訪問先は

所在地／静岡県三島市三恵台5-5
055-919-0521

創業／ 1980年
事業内容／道路建設など
重機土工事（掘削、造成工事）
従業員数／ 30名

67

コベルコ現場最前線
R E P O R T

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
シ
ョ
ベ
ル
S
K
2
0
0
H
‐
10

信
頼
を
寄
せ
る
操
作
性
に

異
次
元
の
燃
費
効
率
を
備
え
た

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
機
を
フ
ル
稼
働

辻
内 
圭 
＝ 

取
材
・
文　

関
根
則
夫 

＝ 

撮
影

text by Kei Tsujiuchi 

／ photographs by N
orio Sekine

燃
費
性
能
と
現
場
の
評
価
で

コ
ベ
ル
コ
機
を
積
極
導
入

道場睦也さん
代表取締役

静
岡
県
で
初
め
て
コ
ベ
ル
コ
の

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
機
を
導
入

富士山を望む新東名高速道路御殿場インターチェンジ建設
の現場で稼働するSK200H-10。掘削と法面整形に加え、
1日に10tダンプ100台分ほどの土砂の積み込みをこなす。
標準機と同等の旋回性が積み込み作業を効率化させている

1.新東名高速道路本線の中央
分離帯となる部分。この工区
では2016 ～ 20年の工期で約
32万㎥の土砂を掘削するため、
SK200H-10はフル稼働。ハイ
ブリッドならではの燃費効率が
効果を発揮している　2.法面整
形の作業は繊細さを要する。オ
ペレータの技術とショベルの操
作性が問われる場面だ

3.4.オペレ ー タ 歴 約50
年 の 山 田 信 夫 さんは、
SK200H-10の 操 作 性 と
キャブ空間の居住性を評
価。「今後は傾斜のある場所
での掘削作業もあります
が、 この 乗 りやすさとパ
ワーがあれば問題なく作業
を進められますね」

道場さんは今や事務所にコベルコ機のミニチュアをずら
りと並べるほどのコベルコファン。自らのオペレータ経
験と経営者としての視点から総合的にSK200H-10を評
価する。「さらに大型の機械でもハイブリッド化を進めて
ほしいですね」 1

2

こちらの
QRコードから

動画を
ご覧いただけます

3

4

て
さ
ら
に
月
間
で
10
万
～
15
万
円
の

燃
料
費
を
節
約
で
き
ま
す
。
な
お
か

つ
標
準
機
に
引
け
を
取
ら
な
い
操
作

性
を
併
せ
持
つ
。
最
高
の
機
械
だ
と

思
い
ま
す
よ
﹂

　

か
つ
て
な
い
燃
費
性
能
と
、
コ
ベ

ル
コ
機
本
来
の
操
作
性
を
兼
ね
備
え

た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
シ
ョ
ベ
ル
と
い
う

新
た
な
力
を
得
た
道
場
建
設
は
、
今

後
も
人
々
に
必
要
な
＂
道
＂
を
つ
な

ぎ
続
け
て
い
く
。



り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
地
面
と
垂
直

に
杭
を
打
ち
、
安
定
度
を
上
げ
る
必

要
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
作
業
は
実

に
困
難
。
し
か
し
、
こ
の
工
法
は
ほ

か
の
工
法
よ
り
も
高
い
精
度
で
垂
直

に
杭
を
打
て
る
た
め
、
近
年
は
採
用

率
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
﹂︵
河
野
会
長
︶

　

そ
ん
な
全
周
回
転
式
オ
ー
ル
ケ
ー

シ
ン
グ
工
法
だ
が
、
ケ
ー
シ
ン
グ

チ
ュ
ー
ブ
や
全
周
機
な
ど
の
設
備
投

資
に
資
金
が
か
か
る
た
め
、
中
国
地

方
で
手
が
け
ら
れ
る
の
は
河
野
組
を

含
め
て
３
社
の
み
。
本
工
法
を
中
国

地
方
で
初
導
入
し
、
多
数
の
実
績
が

あ
る
同
社
で
は
、
最
近
は
工
事
が
途

切
れ
る
期
間
が
な
い
と
い
う
。

　

年
々
進
行
す
る
杭
の
大
型
化

は
、
ク
レ
ー
ン
の
サ
イ
ズ
に
も
波

及
し
て
お
り
、
河
野
組
で
も
大
型

ク
レ
ー
ン
の
増
車
に
よ
り
対
応
し

て
い
る
。
そ
の
際
に
選
ば
れ
た
の

が
コ
ベ
ル
コ
の
B
M
8
0
0
G
と

B
M
1
0
0
0
G
だ
っ
た
。
代
表

取
締
役
社
長
の
河
野
雅
恒
さ
ん
は
、

そ
の
経
緯
を
こ
う
語
る
。

 

﹁
ク
レ
ー
ン
導
入
時
は
他
メ
ー
カ
の

機
種
も
含
め
て
比
較
検
討
す
る
の
で

す
が
、
オ
ペ
レ
ー
タ
が
推
す
の
は
常

に
コ
ベ
ル
コ
。
今
回
も
オ
ペ
レ
ー
タ

の
意
見
を
尊
重
し
ま
し
た
﹂

　

2
0
1
7
年
の
8
月
末
に
導
入

さ
れ
た
B
M
1
0
0
0
G
は
現
在
、

石
川
県
で
北
陸
新
幹
線
の
延
伸
工
事

に
伴
う
高
架
橋
の
基
礎
杭
打
ち
に
従

事
。
河
野
社
長
の
従
兄
弟
で
あ
る
オ

ペ
レ
ー
タ
の
河
野
英
二
さ
ん
は
、
同

機
の
性
能
を
絶
賛
し
て
い
る
。

 

﹁
基
礎
工
事
で
は
重

量
物
の
移
動
が
多

く
、
例
え
ば
全
周
機

と
も
な
る
と
約
40
ｔ

の
重
量
が
あ
る
の

で
、
70
ｔ
ク
ラ
ス
の

ク
レ
ー
ン
で
は
荷
の

重
さ
で
車
体
の
後
方

が
浮
き
上
が
っ
て

し
ま
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
点
、

1
0
0
ｔ
ク
ラ
ス

の
B
M
1
0
0
0
G
は
重
心
が
低

く
ど
っ
し
り
と
し
て
お
り
、
そ
う
し

た
リ
ス
ク
は
皆
無
。
安
心
し
て
作
業

が
で
き
ま
す
。
コ
ン
パ
ク
ト
設
計
と

軽
量
化
に
よ
っ
て
、
効
率
的
な
輸
送

が
で
き
る
点
も
あ
り
が
た
い
で
す

ね
﹂

　

一
方
、
地
元
の
岡
山
県
で
マ
ン

シ
ョ
ン
建
設
の
基
礎
工
事
に
従
事
す

る
B
M
8
0
0
G
の
オ
ペ
レ
ー
タ
、

橋
本
武
章
さ
ん
は
、
そ
の
ス
ム
ー
ズ

な
操
作
性
を
高
く
評
価
す
る
。

 

﹁
Ｐ
＆
Ｈ
時
代
か
ら
、
コ
ベ
ル
コ
製

ク
レ
ー
ン
の
旋
回
性
能
は
優
れ
て
い

ま
し
た
。
B
M
8
0
0
G
は
水
平

で
は
な
い
場
所
で
も
ス
ム
ー
ズ
に
旋

回
で
き
、
繊
細
な
操
作
も
可
能
。
思

い
通
り
に
動
か
せ
る
の
で
、
長
く

乗
っ
て
い
て
も
疲
れ
ま
せ
ん
﹂

　

全
周
回
転
式
オ
ー
ル
ケ
ー
シ
ン
グ

工
法
の
豊
富
な
経
験
と
実
績
を
背
景

に
発
展
を
続
け
る
河
野
組
。
コ
ベ
ル

コ
は
今
後
も
、
オ
ペ
レ
ー
タ
に
配
慮

し
た
高
い
作
業
性
を
通
じ
て
、
同
社

の
サ
ポ
ー
ト
を
続
け
て
い
く
。

株式会社河野組
今回の訪問先は

所在地／岡山県倉敷市黒石113-12
086-430-0221

創業／ 1955年
事業内容／基礎工事（場所打ちコン
クリート杭、鋼管杭・PHC杭ほか）、
地中障害物撤去工事
従業員数／ 34名
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コベルコ現場最前線
R E P O R T

基
礎
土
木
対
応
ク
ロ
ー
ラ
ク
レ
ー
ン
Ｂ
Ｍ
シ
リ
ー
ズ

「
パ
ワ
ー
」「
安
定
性
」「
操
作
性
」

3
拍
子
揃
っ
た
大
型
ク
レ
ー
ン
が

杭
打
ち
工
事
を
強
力
サ
ポ
ー
ト

山
田
高
弘 

＝ 

取
材
・
文　

三
浦
泰
章 

＝ 

撮
影

text by Takahiro Yam
ada 

／ photographs by Yasuaki M
iura

1
9
5
5
年
に
土
木
工
事
業
者
と
し

て
創
業
し
た
株
式
会
社
河
野
組
。
そ

の
後
、
基
礎
工
事
業
に
も
進
出
し

て
順
調
に
実
績
を
積
み
上
げ
、
中
国

地
方
を
代
表
す
る
基
礎
工
事
業
者
へ

と
成
長
し
て
い
る
。
そ
ん
な
同
社

で
は
2
0
1
4
年
に
80
ｔ
、
17
年
に

1
0
0
ｔ
ク
ラ
ス
の
コ
ベ
ル
コ
製
ク

レ
ー
ン
を
増
車
。
年
々
大
型
化
が
進

む
杭
打
ち
工
事
に
対
応
し
て
い
る
。

　

河
野
組
が
手
が
け
る
基
礎
工
事

は
、
全
周
回
転
式
オ
ー
ル
ケ
ー
シ
ン

グ
工
法
に
よ
る
場
所
打
ち
杭
の
施
工

だ
。
代
表
取
締
役
会
長
の
河
野
賢
次

さ
ん
い
わ
く
﹁
昔
は
既
製
杭
を
コ
ベ

ル
コ
の
3
点
式
杭
打
ち
機
で
地
中
に

打
っ
て
い
た
﹂
と
の
こ
と
。
た
だ
、

20
年
前
に
全
周
回
転
式
オ
ー
ル
ケ
ー

シ
ン
グ
工
法
に
着
手
す
る
と
、
徐
々

に
シ
フ
ト
し
て
い
っ
た
と
い
う
。

　

掘
削
し
た
孔あ
な

の
中
に
コ
ン
ク
リ
ー

ト
を
流
し
込
み
、
固
め
て
杭
を
形
成

す
る
場
所
打
ち
杭
。全
周
回
転
式
オ
ー

ル
ケ
ー
シ
ン
グ
工
法
と
は
、
孔
の
掘

削
時
に
全
周
回
転
掘
削
機
︵
以
下
﹁
全

周
機
﹂︶
と
い
う
油
圧
ジ
ャ
ッ
キ
で
筒

状
の
ケ
ー
シ
ン
グ
チ
ュ
ー
ブ
を
地
中

に
圧
入
。
内
部
の
土
を
ハ
ン
マ
ー
グ

ラ
ブ
で
掘
削
・
排
土
す
る
工
法
だ
。

硬
い
地
盤
で
も
効
率
的
に
掘
削
で
き

る
た
め
、
硬
質
地
盤
の
多
い
中
国
地

方
の
基
礎
工
事
に
適
し
て
お
り
、
同

社
で
も
護
岸
設
備
な
ど
の
公
共
工
事

で
多
く
の
実
績
を
残
し
て
き
た
。

 

﹁
昨
今
の
基
礎
工
事
で
は
、
杭
は
よ

り
太
く
、
よ
り
長
く
な
る
傾
向
に
あ

希
少
価
値
の
高
い
工
法
で

数
多
く
の
公
共
工
事
を
獲
得

河野賢次さん
代表取締役会長

杭
の
大
型
化
に
伴
い

ク
レ
ー
ン
も
大
型
化

石川県の小松駅近く、北陸新幹線の延伸に伴う
高架橋工事の現場で稼働するBM1000G。支持
層が深いため、掘削する孔の深さが42.5mに
もおよぶ同現場。しかしBM1000Gのパワーと
安定性により工事は順調に進行していた

4.BM800Gのオペレ ー タを
務める橋本武章さん。20年
前にコベルコのマスターテッ
ク7065に搭乗した際、「これ
なら子どもでも乗れる」と思
うほど、その操作性に驚いた
という　5.マンション建設の
現場で働くスタッフの方々
6.岡山県内のマンション建
設基礎工事現場で活躍する
BM800G。2014年の導入以
来、休みなく稼働を続ける

本社前に集う社員の方々。現在はオペレ
ータを含めて34名の従業員が在籍

1

23

5

6

4

1.ハンマーグラブをケーシン
グチューブの内部に投入し、
掘削・排土を行うことでコン
クリートを流し込む孔を造
る　2.BM1000Gのオペレー
タ、河野英二さん。「尿素水で
NOx排出量を低減し、排気時
の煙を抑制できるエンジンを
搭載しているので、現場周辺
への配慮ができ、助かってい
ます」　3.北陸新幹線の延伸
工事現場では、長さ42.5m、
直径1500mmの杭を約700本
打つ予定。河野組は、そのう
ちの約100本を担当

北陸新幹線が通る高架線を造っています ！



ま
し
た
。
そ
れ
と
同
時
に
I
C
T

施
工
へ
の
取
り
組
み
が
、
企
業
の
発

展
に
は
不
可
欠
な
要
素
だ
と
い
う
思

い
も
あ
り
ま
し
た
﹂︵
樋
渡
さ
ん
︶

　

そ
れ
で
は
﹃
ホ
ル
ナ
ビ
﹄
の
導
入

に
よ
り
、
現
場
の
仕
事
は
ど
の
よ

う
に
変
わ
っ
た
の
か
。﹃
ホ
ル
ナ
ビ
﹄

搭
載
機
が
稼
働
す
る
西
九
州
自
動
車

道
の
建
設
現
場
で
オ
ペ
レ
ー
タ
を
務

め
る
伊
藤
直
さ
ん
に
話
を
聞
い
た
。

 

﹁
従
来
の
法
面
整
形
は
、
少
し
削
る

ご
と
に
シ
ョ
ベ
ル
を
降
り
て
、
丁
張

り
に
結
び
つ
け
ら
れ
た
水
糸
な
ど
に

よ
る
目
視
で
の
検
測
作
業
が
必
要
で

し
た
。
し
か
し
、﹃
ホ
ル
ナ
ビ
﹄
導

入
後
は
、シ
ョ
ベ
ル
の
位
置
や
向
き
、

バ
ケ
ッ
ト
刃
先
の
位
置
な
ど
を
常
に

ミ
リ
単
位
で
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
表
示
で

き
る
た
め
、
検
測
作
業
の
度
に
マ
シ

ン
を
乗
降
す
る
こ
と
が
不
要
に
。
作

業
は
か
な
り
楽
に
な
り
ま
し
た
﹂

　

ま
た
、
検
測
作
業
で
高
所
に
上
る

こ
と
も
な
く
な
り
安
全
面
も
向
上
。

株
式
会
社
福
井
建
設
は
、
40
年
以
上

に
わ
た
り
国
や
佐
賀
県
の
公
共
工

事
を
請
け
負
っ
て
き
た
土
木
業
者

だ
。
同
社
で
は
2
0
1
1
年
、
ま
だ

I
C
T︵
情
報
通
信
技
術
︶と
い
う
言
葉

が
一
般
的
で
は
な
い
時
期
に
、
測
量

機
器
デ
ィ
ー
ラ
よ
り
3
D
マ
シ
ン
ガ

イ
ダ
ン
ス
を
導
入
。
県
内
に
お
け
る

I
C
T
施
工
の
パ
イ
オ
ニ
ア
と
し
て
、

土
木
現
場
に
革
新
を
起
こ
し
つ
つ
、
自

ら
の
発
展
へ
と
つ
な
げ
て
い
る
。

　

福
井
建
設
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
国

や
県
な
ど
の
土
木
工
事
を
中
心
に
さ

ま
ざ
ま
な
大
規
模
工
事
を
手
が
け
て

き
た
。
代
表
取
締
役
の
樋
渡
正
治
さ

ん
い
わ
く
、
同
社
の
強
み
は
現
場
の

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
位
置
情
報
が
確
認

で
き
る
た
め
、
粗
取
り
の
段
階
か
ら

ス
ピ
ー
デ
ィ
に
作
業
が
で
き
、
施
工

時
間
も
約
3
割
短
縮
し
た
と
い
う
。

　

さ
ら
に
、
作
業
の
正
確
性
に
つ
い

て
も
伊
藤
さ
ん
は
高
く
評
す
る
。
本

現
場
で
は
、
緩
や
か
に
カ
ー
ブ
す
る

曲
線
的
な
法
面
の
整
形
作
業
を
行
っ

て
い
る
が
、
通
常
こ
の
よ
う
な
法
面

整
形
で
は
20
～
30
㎜
の
誤
差
は
仕
方

の
な
い
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

 

﹁
カ
ー
ブ
す
る
法
面
整
形
の
場
合
、

従
来
は
20
ｍ
間
隔
で
そ
の
両
端
と
真

ん
中
に
丁
張
り
を
立
て
、
そ
れ
を
頼

り
に
施
工
し
ま
す
。
し
か
し
、﹃
ホ

ル
ナ
ビ
﹄
な
ら
バ
ケ
ッ
ト
刃
先
の
位

置
を
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
上
で
常
に
把
握

で
き
る
た
め
、
感
覚
に
頼
ら
な
い
正

確
な
施
工
が
可
能
。
仕
上
が
り
の
誤

差
は
ほ
ぼ
ゼ
ロ
に
な
り
、
熟
練
し
た

技
術
者
で
な
く
と
も
設
計
図
通
り
の

法
面
整
形
が
で
き
ま
す
﹂︵
伊
藤
さ
ん
︶

　

マ
シ
ン
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
使
用
し
た

I
C
T
施
工
に
お
い
て
は
、
施
工

前
に
行
う
設
計
デ
ー
タ
の
3
D
化

や
、
施
工
後
の
デ
ー
タ
管
理
と
い
っ

た
作
業
が
伴
い
、
こ
れ
ら
の
業
務
は

通
常
、元
請
け
企
業
が
行
っ
て
い
る
。

し
か
し
同
社
は
2
0
1
8
年
に
直

請
け
の
現
場
に
﹃
ホ
ル
ナ
ビ
﹄
搭
載

の
シ
ョ
ベ
ル
を
投
入
す
る
予
定
だ
と

い
う
。
つ
ま
り
、
デ
ー
タ
管
理
な
ど

技
術
力
に
あ
る
と
い
う
。

 

﹁
元
請
け
企
業
か
ら
指
名
さ
れ
る
オ

ペ
レ
ー
タ
も
多
く
、
国
が
認
め
る
建

設
マ
ス
タ
ー
と
し
て
表
彰
さ
れ
た
技

術
者
も
い
ま
す
。
彼
ら
の
よ
う
な
現

場
ス
タ
ッ
フ
が
営
業
マ
ン
と
し
て
の

役
割
も
担
っ
て
お
り
、
数
々
の
仕
事

を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
の
で
す
﹂

　

福
井
建
設
で
は
、
2
0
1
1
年

か
ら
I
C
T
施
工
に
着
手
し
、
13

年
に
は
、
コ
ベ
ル
コ
の
マ
シ
ン
ガ

イ
ダ
ン
ス
シ
ス
テ
ム
﹃
ホ
ル
ナ
ビ

3
D
マ
シ
ン
ガ
イ
ダ
ン
ス
﹄︵
以
下

﹃
ホ
ル
ナ
ビ
﹄︶
を
導
入
。
佐
賀
県
内

の
土
木
業
者
と
し
て
1
、
2
を
争

う
ス
ピ
ー
ド
で
I
C
T
を
推
進
し
、

現
場
ス
タ
ッ
フ
の
技
術
力
と
営
業
力

に
さ
ら
な
る
強
み
を
加
え
た
。

 

﹁
現
場
の
仕
事
を
少
し
で
も
楽
に
す

る
た
め
に
﹃
ホ
ル
ナ
ビ
﹄
を
導
入
し

の
未
知
の
業
務
領
域
に
も
進
出
し
、

I
C
T
施
工
を
ト
ー
タ
ル
に
手
が

け
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
。

 

﹁
地
場
企
業
で
も
I
C
T
施
工
が
で

き
る
こ
と
を
、
広
く
業
界
に
ア
ピ
ー

ル
し
た
い
の
で
す
﹂
と
語
る
樋
渡
さ

ん
。
コ
ベ
ル
コ
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
建
機
を
駆

使
し
た
福
井
建
設
の
挑
戦
が
、
土
木

業
界
に
新
た
な
旋
風
を
巻
き
起
こ
そ

う
と
し
て
い
る
。

株式会社福井建設
今回の訪問先は

所在地／佐賀県唐津市千々賀581
0955-78-0130

創業／ 1975年
事業内容／重機土木
従業員数／ 44名
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コベルコ現場最前線
R E P O R T

﹃
ホ
ル
ナ
ビ
3
D
マ
シ
ン
ガ
イ
ダ
ン
ス
﹄搭
載
S
K
2
0
0

作
業
員
の
負
荷
を
大
幅
に
軽
減

コ
ベ
ル
コ
の﹃
ホ
ル
ナ
ビ
﹄が
土
木
現
場
を
刷
新

山
田
高
弘 

＝ 

取
材
・
文　

関
根
則
夫 

＝ 

撮
影

text by Takahiro Yam
ada 

／ photographs by N
orio Sekine

さ
ら
な
る
発
展
の
切
り
札
に

﹃
ホ
ル
ナ
ビ
﹄を
導
入

樋
ひわたし

渡正治さん

代表取締役

現
場
の
生
産
性
や
安
全
性
、

施
工
品
質
が
驚
異
的
に
向
上

4.5.リアルタイムの位置情報は
機体のアンテナでキャッチ。ディ
スプレーの3D設計データ上で
確認できる。丁張りが不要にな
り、この作業にかかっていた負
担も軽減された。取締役専務の
百武義文さんも「安全管理にの
み配慮すればよくなり、機械の
周囲で作業する人の数も減って
危険な状況が少なくなりました」
と語る　6.オペレータの伊藤さ
んは、「熟練者ならものの1時間
で乗りこなせるようになる」と、

『ホルナビ』の操作性を評価

西九州自動車道の建設現場で稼働する
『ホルナビ3Dマシンガイダンス』搭載の
SK200。福井建設では『ホルナビ』搭載機
を計6台所有。曲線的な法面には3D、直線
的な法面には2Dというように、作業現場
に応じた機械を投入して工事を進めている

3.オペレータの伊藤直さ
んいわく、法面をしっか
り見据えながらも、ディ
スプレーに表示される情
報も視界の端にとどめつ
つ作業するのが、『ホルナ
ビ』での法面整形におけ
るコツだという

1

こちらの
QRコードから

動画を
ご覧いただけます

1.美しい曲線の法面を描けることは、『ホル
ナビ3Dマシンガイダンス』の特長の1つ　
2.バケット刃先の位置を正確に把握できる
ため、設計データに忠実な仕上がりを実現 佐賀県にICT施工の

風を吹かせます ！

1

2

3

4 5

6



る
た
め
に
、
ユ
ー
ザ
目
線
に
よ
る

チ
ェ
ッ
ク
を
重
ね
た
点
も
、『
ホ
ル

ナ
ビ
＋
P
L
U
S
』
の
精
度
ア
ッ

プ
を
加
速
さ
せ
た
と
強
調
す
る
。

 

「
私
た
ち
は
、
20
年
以
上
の
現
場
経

験
を
持
つ
熟
練
オ
ペ
レ
ー
タ
に
試
乗

し
て
も
ら
い
、
そ
の
感
想
を
開
発
に

反
映
し
て
い
ま
す
。
と
い
う
の
も
、

構
造
や
剛
性
、
機
構
と
い
っ
た
メ
ー

カ
側
の
視
点
と
と
も
に
、
使
い
勝
手

や
実
戦
的
な
ス
ペ
ッ
ク
要
件
な
ど
、

市
場
側
か
ら
の
視
点
も
重
要
視
し
て

い
る
か
ら
で
す
」

　

そ
の
な
か
で
、
レ
バ
ー
操
作
と
実

際
の
動
作
ま
で
の
レ
ス
ポ
ン
ス
や
、

各
部
が
動
く
速
度
な
ど
の
最
適
値
を

探
っ
て
い
っ
た
。
例
え
ば
、
単
純
な

動
作
速
度
だ
け
な
ら
、
い
く
ら
で
も

機
械
的
に
速
く
で
き
る
。
し
か
し
、

実
際
の
作
業
中
に
最
も
作
業
効
率
が

上
が
る
速
度
は
、
施
工
現
場
を
熟
知

し
た
オ
ペ
レ
ー
タ
に
し
か
分
か
ら
な

い
。
そ
こ
で
さ
ら
に
、
全
国
の
さ
ま

ざ
ま
な
現
場
で
活
躍
す
る
お
客
様
に

も
モ
ニ
タ
評
価
を
依
頼
し
た
。

 

「
I
C
T
建
機
の
活
用
経
験
が
あ
る

方
は
も
ち
ろ
ん
、
活
用
経
験
が
な
い

お
客
様
、
ま
た
豊
富
な
経
験
を
持
つ

ベ
テ
ラ
ン
か
ら
新
人
オ
ペ
レ
ー
タ
の

方
ま
で
、
可
能
な
限
り
広
範
な
方
々

に
乗
っ
て
い
た
だ
き
、
公
正
な
意
見

の
収
集
に
努
め
ま
し
た
」（
上
村
）

　

試
乗
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

「
作
業
ス
ピ
ー
ド
に
驚
い
た
」「
思
っ

た
通
り
の
動
き
が
実
現
す
る
」
な

ど
の
高
評
価
も
多
く
、「
新
人
の
即

戦
力
化
は
も
と
よ
り
、
ベ
テ
ラ
ン

が
乗
る
こ
と
で
さ
ら
に
機
能
が
発

揮
で
き
、
現
下
の
仕
事
の
生
産
性

が
向
上
す
る
」
と
い
っ
た
意
見
も

寄
せ
ら
れ
た
。

　

電
子
制
御
の
専
門
家
と
し
て
本

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
た
五
頭

直
紀
は
、
ト
リ
ン
ブ
ル
社
や
コ
ベ

ル
コ
建
機
社
内
、
オ
ペ
レ
ー
タ
か

ら
の
要
望
を
取
り
ま
と
め
、
具
体

的
な
機
能
を
具
現
化
さ
せ
る
こ
と

に
注
力
し
た
。

 「
例
え
ば
、
操
作
レ
バ
ー
を
入

れ
て
か
ら
作
動
す
る
ま
で
の

レ
ス
ポ
ン
ス
感
や
各
動
作
の

速
度
な
ど
、
熟
練
オ
ペ
レ
ー
タ

が
実
際
に
操
作
し
た
際
の
デ
ー

タ
を
分
析
し
、
そ
れ
ら
を
誰
も

が
マ
シ
ン
上
で
再
現
で
き
る
シ

ス
テ
ム
を
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
で
実

現
し
ま
し
た
」（
五
頭
）

　

今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

は
、
試
作
機
が
で
き
る
以
前
の

構
想
段
階
か
ら
、
製
造
部
門
の

人
材
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加

し
て
い
る
。
開
発
の
上
流
工
程
か
ら

工
場
サ
イ
ド
の
意
見
を
反
映
す
る
こ

と
で
、
下
流
工
程
に
お
け
る
無
用
な

手
戻
り
を
廃
す
る
た
め
だ
。
そ
の
結

果
、
量
産
体
制
の
確
立
の
早
期
化
を

実
現
し
て
い
る
。

　

太
平
洋
を
ま
た
ぎ
、
開
発
主
導
者

以
外
の
知
見
を
取
り
入
れ
な
が
ら

完
成
し
た
『
ホ
ル
ナ
ビ
＋
Ｐ
Ｌ
Ｕ

Ｓ
』
は
、
現
場
が
抱
え
る
人
材
確
保

や
技
術
の
継
承
問
題
へ
の
新
た
な
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
、
大
き
く
貢

献
で
き
る
は
ず
だ
。

こ
な
そ
う
と
い
う
も
の
だ
。
例
え
ば

法
面
の
整
形
な
ど
、
シ
ョ
ベ
ル
を

使
っ
て
ス
ム
ー
ズ
な
面
を
築
く
に

は
、
高
い
ス
キ
ル
が
必
要
で
、
厳
し

い
精
度
が
現
場
で
は
求
め
ら
れ
る
。

今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
牽
引
し
た

上
村
佑
介
は
こ
う
語
る
。

 

「
高
度
な
熟
練
技
術
を
必
要
と
す
る

『
ブ
ー
ム
』『
ア
ー
ム
』『
バ
ケ
ッ
ト
』

が
連
動
し
た
複
合
動
作
を
、
レ
バ
ー

操
作
だ
け
で
実
現
し
よ
う
と
い
う
の

が
『
ホ
ル
ナ
ビ
＋
Ｐ
Ｌ
Ｕ
Ｓ
』
の
基

本
思
想
で
す
。
つ
ま
り
、
熟
練
者
の

匠
の
技
を
マ
シ
ン
の
ア
シ
ス
ト
に
よ

る
容
易
な
操
作
で
再
現
し
よ
う
と
い

う
こ
と
で
す
」

　

そ
こ
で
コ
ベ
ル
コ
は
、
世
界
有
数

の
測
量
機
器
メ
ー
カ
で
あ
る
ト
リ
ン

ブ
ル
社
と
協
働
。
相
互
に
強
み
を
持

ち
寄
り
、
こ
の
思
想
の
実
現
を
目
指

し
た
。

　

具
体
的
な
開
発
は
16
年
８
月
に
ス

タ
ー
ト
。
ト
リ
ン
ブ
ル
社
の
開
発
部

隊
と
の
ス
ク
ラ
ム
の
も
と
、
広
島
と

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
同
時
に
進
行

し
た
。
両
社
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
同
士

の
固
い
連
携
に
よ
り
、
翌
17
年
３
月

に
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
実
機
検

証
を
実
施
。
5
月
に
は
量
産
の
た
め

の
部
品
手
配
を
開
始
す
る
と
い
う

ハ
ー
ド
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
、
見
事

に
ク
リ
ア
し
て
い
っ
た
。

　

上
村
と
と
も
に
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
へ
と
出
向
い
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

進
め
た
小
嶋
裕
樹
は
、「
エ
ン
ジ
ニ

ア
と
し
て
の
熱
意
が
、
文
化
や
言
語

の
壁
を
越
え
た
」
と
語
る
。

 

「
実
機
の
改
造
工
程
で
は
、
言
葉
で

は
伝
え
に
く
い
ニ
ュ
ア
ン
ス
な
ど

も
、
私
た
ち
が
配
線
や
配
管
の
工
事

を
実
演
し
て
伝
え
る
こ
と
で
理
解
を

深
め
て
い
き
ま
し
た
。『
優
れ
た
製

品
を
生
み
出
そ
う
』
と
い
う
技
術
者

魂
が
相
互
に
共
鳴
し
合
っ
た
実
感
が

あ
り
ま
し
た
」（
小
嶋
）

　

ま
た
品
質
保
証
部
の
沼
沢
大
は
、

現
場
ノ
ウ
ハ
ウ
の
再
現
を
追
求
す

ト
す
る
マ
シ
ン
ガ
イ
ダ
ン
ス
シ
ス
テ

ム
で
あ
る
『
ホ
ル
ナ
ビ
』
を
世
に
送

り
出
し
た
。

　

そ
し
て
今
回
、
3
次
元
（
３
Ｄ
）

マ
シ
ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
『
ホ
ル
ナ
ビ

＋
P
L
U
S
』
を
発
表
。
こ
れ
は
、

ア
ー
ム
レ
バ
ー
に
よ
る
操
作
の
み

で
、
高
い
熟
練
度
を
要
す
る
シ
ョ
ベ

ル
の
複
合
的
な
動
き
を
正
確
に
再
現

す
る
シ
ス
テ
ム
だ
。
設
計
面
に
沿
っ

て
正
確
な
施
工
が
で
き
る
た
め
、
初

心
者
で
も
ベ
テ
ラ
ン
並
み
の
生
産
性

と
仕
上
が
り
精
度
を
実
現
。
現
場
に

大
き
な
福
音
を
も
た
ら
す
も
の
と
し

て
、
注
目
を
浴
び
て
い
る
。

　

そ
も
そ
も
「
情
報
化
施
工
」
の
考

え
方
は
、
高
齢
化
が
進
む
熟
練
者
の

技
術
を
継
承
し
な
が
ら
、
少
人
数
で

従
来
以
上
の
効
率
と
精
度
で
仕
事
を

　

建
設
現
場
に
お
け
る
人
材
不
足

を
補
う
た
め
に
、
国
土
交
通
省
は

I
C
T
（
情
報
通
信
技
術
）
を
活

用
し
た
「
情
報
化
施
工
」
の
推
進
を

提
唱
し
て
い
る
。
こ
れ
に
呼
応
す
る

か
た
ち
で
コ
ベ
ル
コ
は
2
0
1
5

年
、
測
量
位
置
情
報
を
も
と
に
デ
ィ

ス
プ
レ
ー
表
示
と
ア
ラ
ー
ム
で
、

シ
ョ
ベ
ル
の
掘
削
作
業
を
ナ
ビ
ゲ
ー

1617

情
報
化
施
工
を
牽
引
す
る『
ホ
ル
ナ
ビ
』が
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ

熟
練
オ
ペ
レ
ー
タ
の

シ
ョ
ベ
ル
ワ
ー
ク
を
再
現
す
る

新
た
な
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

開発ストーリー

TOPICS
KOBELCO

開
発
へ
の
熱
い
思
い
を
伝
え
、技
術
者
魂
の
共
鳴
を
呼
ぶ

小嶋裕樹
GECショベル開発部
中型ショベル開発グループ

2012年入社。本プロジェク
トでは広島とニュージーラン
ドで並行して行われた開発の
進捗管理などを担当。「いかに
オペレータが楽になるかを考
えながら開発を進めました」

少
人
数
で
大
き
な
仕
事
を

高
精
度
で
実
現
す
る
た
め
に

エ
ン
ジ
ニ
ア
同
士
の

国
際
間
連
携
が
実
を
結
ぶ

お
客
様
と
製
造
部
門
の
声
に

寄
り
添
う
開
発
姿
勢
を
堅
持

従来の『ホルナビ』に、アームレバー操作だけで設計
面に沿った施工ができる「整地アシスト機能」や、設
計面を傷つけることなく施工できる「掘り過ぎ防止機
能」を追加。熟練者のノウハウを、誰もがすぐに享受
できるマシンコントロールシステム

ホルナビ＋PLUS

今回のストーリーは

お
客
様
目
線
を
重
要
視
し
て
製
品
品
質
を
支
え
る

沼沢 大
品質保証部　ショベル開発
試験グループ　マネージャー

2008年入社。先行開発時か
ら出荷前まで各プロセスでの
品質を評価分析。「市場側から
の視点を大切にして、自ら試
験機に乗り評価の最前線にも
立ちました」

アームレバー操作だけで、
設計面に沿った施工が実
現。習得までに多くの経験
を要する「ブーム」「アーム」

「バケット」の複合操作を半
自動化することで、誰でも
熟練オペレータ並みの生産
性と精度を実現する

各
方
面
か
ら
の
評
価
結
果
を
操
作
性
に
結
実

五頭直紀
GEC開発本部　要素開発部　
電機制御系開発グループ

2006年入社。熟練オペレー
タのノウハウをソフトウェア
化することに尽力。「高い技術
を電子制御でアシストするた
めの最適解を探ることに苦心
しました」

太田利之 ＝ 取材・文　三浦伸一＝ 撮影
 text by Toshiyuki Ota／ photographs by Shinichi Miura

ホルナビ
＋PLUS

国
境
を
越
え
た
コ
ベ
ル
コ
初
の
難
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
牽
引

上村佑介
GEC開発本部
先行技術開発部
イノベーション推進グループ

2006年入社。油圧制御やハ
イブリッド機、情報化施工機
の開発を歴任し、本プロジェ
クトではリーダ役を担う。「今
後はほかの測量メーカのシス
テムへの対応も図ります」

こちらの
QRコードから

動画を
ご覧いただけます

『ホルナビ＋PLUS』に
満足せず、さらに現場
貢献度の高いマシンを
生み出そうと誓い合う
開発メンバー



東京外国語大学卒業後、日本経済
新聞社に入社。日経ホーム出版社
（現在の日経BP社）月刊誌「日
経マネー」の編集を経て、退社。
独立後は、経済・金融の各種専
門誌などに寄稿するなど、経済
ジャーナリストとして活躍中

和上陽子
経済ジャーナリスト

この記事に
注目!

クイズを解けば
“いま”が分かる

近頃気になる日経媒体の記事をピックアップ。
その報道の背景にある「時代性」を探るコーナーです。
まずはクイズに挑戦！  答えは解説文中にあります。

楽しみながら“現代を知るヒント”を探してみませんか？

Q. 国土交通省が定める建設現場の
「快適トイレ」条件に含まれて〝いない〟仕様は？

a. 照明設備 b. 衣類用のフック c. 鏡付きの洗面台 d. 温水洗浄便座

Q1. 

　

各
地
の
工
事
現
場
で
「
快
適
ト
イ

レ
」
の
導
入
が
進
ん
で
い
る
。

 

「
千
葉
県
は
8
月
下
旬
、
県
の
土
木

工
事
を
受
注
し
た
建
設
業
者
に
対

し
、
水
洗
機
能
を
備
え
た
洋
式
仮

設
ト
イ
レ
の
リ
ー
ス
料
を
一
部
負

担
す
る
制
度
を
始
め
る
」（
日
本
経

済
新
聞
電
子
版
2
0
1
7
年
8
月
11
日

付
よ
り
）。
県
が
発
注
す
る
予
定
価
格

2
千
万
円
以
上
の
土
木
工
事
を
対
象

に
、「
快
適
ト
イ
レ
」
を
設
置
す
る
場

合
、
１
基
あ
た
り
月
額
4
万
5
千
円

を
上
限
に
県
が
負
担
す
る
と
い
う
。

　

ま
た
こ
ん
な
例
も
あ
る
。

 
「
富
山
県
は
10
日
、
県
が
発
注
し
た

工
事
の
現
場
に
（
中
略
）『
快
適
ト

イ
レ
』
の
第
１
号
を
設
置
し
た
と

発
表
し
た
」（
日
本
経
済
新
聞
電
子
版

２
０
１
７
年
10
月
11
日
付
よ
り
）。
設

置
し
た
の
は
県
道
の
橋
の
架
け
替
え

を
す
る
現
場
。同
県
は
こ
れ
ま
で
も
、

工
事
の
受
注
者
が
和
式
以
外
の
ト
イ

レ
設
置
を
希
望
し
た
場
合
に
差
額
を

負
担
す
る
取
り
組
み
を
実
施
し
て
き

た
が
、
こ
の
た
び
県
が
自
ら
「
快
適

ト
イ
レ
」
の
設
置
に
乗
り
出
し
た
。

　

さ
て
「
快
適
ト
イ
レ
」
と
は
一
体

ど
ん
な
ト
イ
レ
だ
ろ
う
。
こ
れ
は

と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

　

な
ん
と
も
至
れ
り
尽
く
せ
り
の
よ

う
で
「
建
設
現
場
に
そ
こ
ま
で
…
…
」

と
思
う
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、

和
式
で
水
洗
機
能
が
な
く
往
々
に
し

て
清
潔
と
は
言
い
か
ね
る
仮
設
ト
イ

レ
が
、
女
性
を
建
設
現
場
か
ら
遠
ざ

け
る
一
因
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
声

も
あ
る
。 

〝
現
場
は
男
社
会
〞
―
―
。

女
性
労
働
者
の
存
在
を
前
提
と
し
な

い
ひ
と
昔
前
の
意
識
が
未
だ
に
続
い

て
い
る
面
は
否
め
な
い
だ
ろ
う
。

　

建
設
業
界
の
人
手
不
足
が
続
く
な

か
、
女
性
や
若
手
な
ど
現
場
の
担
い

手
を
確
保
す
る
こ
と
は
、
業
界
全
体

に
と
っ
て
喫
緊
の
課
題
の
は
ず
だ
。

　

た
か
が
ト
イ
レ
、さ
れ
ど
ト
イ
レ
。

現
場
の
声
に
耳
を
傾
け
、
ち
ょ
っ
と

し
た
職
場
環
境
の
改
善
を
積
み
重
ね

る
こ
と
が
、
業
界
の
将
来
を
大
き
く

左
右
す
る
か
も
し
れ
な
い
。

国
土
交
通
省
が
16
年
8
月
、
建
設
現

場
を
男
女
と
も
に
働
き
や
す
い
環
境

と
す
る
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
ス

タ
ー
ト
し
た
も
の
で
、
現
場
の
従
業

員
が
快
適
に
使
用
で
き
る
標
準
仕
様

を
満
た
し
た
仮
設
ト
イ
レ
の
名
称
だ
。

　

そ
の
標
準
仕
様
と
は
「
洋
式
便

座
」「
水
洗
機
能
」「
衣
類
掛
け
な
ど

の
フ
ッ
ク
付
ま
た
は
荷
物
置
き
場
設

備
機
能
」「
臭
い
逆
流
防
止
機
能
」「
容

易
に
開
か
な
い
施
錠
機
能
」「
照
明

設
備
」
の
機
能
に
加
え
、
男
女
別
の

表
示
や
入
り
口
の
目
隠
し
、
女
性
用

サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
、
鏡
付
き
の

洗
面
台
、
便
座
除
菌
シ
ー
ト
な
ど
の

衛
生
用
品
と
い
っ
た
付
属
品
。
こ
れ

ら
が
揃
っ
て
初
め
て「
快
適
ト
イ
レ
」

工
事
現
場
に「
快
適
ト
イ
レ
」続
々

人
手
不
足
解
消
狙
い
自
治
体
も
後
押
し
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い
ま
注
目
の「
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
」企
業
群

建
設
業
界
で
も
躍
進
な
る
か
？ 

政府が掲げる企業の開業率は〝欧米並み〟を
目標としているが、ズバリその数値は何％？

Q2. 

進
歩
で
、
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
と
呼

ぶ
に
ふ
さ
わ

し
い
企
業
が

続
々
と
登

場
し
て
い

る
の
だ
。

　

例
え
ば
、

ハ
ン
ズ
シ
ェ

ア
は
建
設
会
社

の
案
件
マ
ッ
チ
ン

グ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
「
ツ
ク
リ
ン
ク
」
を
運

営
す
る
。
こ
れ
は
建
設
業
の
元

請
け
や
下
請
け
、
協
力
会
社
の
募

集
を
ネ
ッ
ト
上
で
簡
単
に
行
え
る

仕
組
み
で
、
建
設
業
に
あ
り
が
ち

な
仕
事
の
波
や
人
材
不
足
の
解
消

が
狙
い
。
13
年
5
月
に
サ
ー
ビ
ス

を
開
始
し
て
以
来
、
登
録
会
社
は

ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
か
ら
個
人
事
業
主

ま
で
１
万
7
0
0
0
社
近
く
に
の

ぼ
る
と
い
う
。

　

ま
た
、Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ｅ’

Ｓ
（
コ

ン
コ
ア
ー
ズ
）
は
工
事
現
場
の
写
真

を
簡
単
に
整
理
共
有
で
き
る
サ
ー

ビ
ス
「
フ
ォ
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
」
を

提
供
し
て
い
る
。
同
社
は
、
ホ
テ

ル
の
新
築
な
ら
現
場
写
真
が
１
カ

月
で
数
千
枚
に
も
の
ぼ
り
、
建
築

技
術
者
が
こ
れ
ら
写
真
に
か
か
わ

る
事
務
作
業
に
1
日
お
よ
そ
５
時

間
近
く
も
費
や
す
と
い
う
現
実
に
着

目
。
ク
ラ
ウ
ド
化
で
情
報
を
自
動
的

に
整
理
し
、
業
務
効
率
の
改
善
に
つ

な
げ
る
提
案
を
進
め
て
い
る
。

　

今
後
の
建
設
業
界
に
お
い
て
、
革

新
的
な
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
群
が
、
現

場
の
あ
り
方
か
ら
会
社
の
経
営
ま

で
何
ら
か
の
か
た
ち
で
か
か
わ
っ

て
く
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ

う
。
こ
の
新
し
い
流
れ
を
、
積
極
的

に
活
用
す
る
か
、
出
資
や
提
携
な
ど

を
検
討
す
る
か
、
そ
れ
と
も
自
ら
が

ノ
ウ
ハ
ウ
を
得
て 

〝
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
〞
す
る
か
―
―
。
そ
の
選
択
を
考

え
て
み
る
の
も
無
意
味
で
は
な
さ

そ
う
だ
。

a. 3％ b. 10％ c. 13％ d. 30％

　

安
倍
政
権
率
い
る
与
党
の
圧
勝
に

終
わ
っ
た
2
0
1
7
年
10
月
の
衆

議
院
議
員
総
選
挙
。
そ
の
結
果
を
踏

ま
え
て
、い
わ
ゆ
る〝
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
〞
の
経
営
者
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
意

見
が
報
道
さ
れ
た
。

 

「
開
票
を
受
け
て
23
日
、
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
企
業
の
経
営
者
か
ら
は
、
安

倍
政
権
へ
の
期
待
や
要
望
の
声
が
寄

せ
ら
れ
た
」（
日
本
経
済
新
聞
電
子
版

2
0
1
7
年
10
月
23
日
付
よ
り
）

　

さ
て
、
こ
こ
に
登
場
し
た
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
企
業
と
は
、
従
来
の
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
と
は
異
な
り
、
革
新

的
な
技
術
と
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
を
用

い
、
短
期
間
で
急
展
開
・
急
成
長
を

狙
う
新
し
い
タ
イ
プ
の
企
業
を
指
す

言
葉
。
こ
こ
数
年
で
広
く
知
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
政
府
は
か
ね
て
か

ら
「
企
業
の
開
業
率
を
欧
米
並
み
の

10
％
に
倍
増
す
る
」
目
標
を
掲
げ
る

な
ど
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
育
成
を

成
長
戦
略
の
１
つ
に
据
え
て
い
る
。

　

ジ
ャ
ン
ル
は
Ｉ
Ｔ
（
情
報
技
術
）

を
使
っ
た
新
た
な
金
融
サ
ー
ビ
ス
か

ら
、
農
業
な
ど
の
一
次
産
業
、
教
育

の
分
野
ま
で
あ
ら
ゆ
る
業
界
に
わ
た

る
。
む
ろ
ん
建
設
業
界
も
無
関
係
で

は
な
い
。
こ
の
と
こ
ろ
の
Ｉ
ｏ
Ｔ

（Internet of Things

）
関
連
技
術
の

平戸孝之＝イラスト
Illustration by Takayuki Hirato
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［コベルコの風］

　2017年10月28・29日に、東日本コベルコ建機の
展示会『感動の出会い 秋の大展示会2017』を開催し
ました。毎年恒例の同イベント。今年はオフロード法
2014年基準適合のSK135SRD-5、SK200-10、都
市需要に応えるテレスコ仕様SK400DLC-10 、チル
トローテータ搭載SK200-10、建機業界初の衝突軽減
システム「K-EYE PRO」、3Dマシンコントロールシス
テム搭載のSK200-10を出展。基礎土木向けクローラ
クレーンBM1500G、16tつりラフテレーンクレーン
LYNX160といったクレーンも展示しました。
　これら最新機種の特徴を、機械を稼働させながら説
明。3Dマシンコントロールの実演では、アームレバー
操作のみでブームやバケットが自動制御される様子に、
驚きの声があがりました。また、IoT体感コーナーには、
「K-EYE PRO」の試乗ブースを設置。体感された方か
らは、「本当に止まるか不安だったが、違和感なく停
止して驚いた。実際の現場でも使ってみたい」という
コメントもいただきました。
　さらに、建機の未来の技術を紹介するコベルコ
Lab.ブースも展開。遠隔操作体験コーナーに置かれた、
無人で稼働するショベルに注目が集まりました。現在
のマシンコントロールは、キャブ内のモニタを見なが
らの作業ですが、当日はキャブ外に施工工程を映し出
す「見える化コーナー」を設置。作業効率化への貢献
を分かりやすくPRしました。
　2日間で計3,500名が訪れた展示会は、大盛況のう
ちに幕を閉じました。

　2017年11月19・20日に、香川県坂出市で「2017

森林・林業・環境機械展示実演会」が開催され、コベ
ルコ建機は林業専用ベースマシンを出展しました。
　オフロード法2014年基準適合のSK135SR-5F／
SK165SR-5Fをはじめ、20tクラスのエンジンと13t

クラス同等の狭所進入性を兼ね備えたSK170-10。さ
らに、ミニクラス初の林業専用機SK55SR-6EF、パ
ルフィンガー製テレスコアーム搭載のSK135SR-5F

ロングリーチカスタムなど5機種6台を展示しました。
デモンストレーションでは、従来機からさらにパワー
アップした新モデルを紹介するとともに、現場に合わ
せた柔軟なカスタム対応力をPR。木くずの目詰まり
などによるオーバーヒートを抑制するコベルコ独自の
エンジン冷却システム「iNDr」についても紹介しました。
　また、コベルコ建機ブースでは、QRコードを用い
たスタンプラリーやノベルティ販売などの充実したコ
ンテンツも用意。来場者に楽しんでいただきました。
　主催者発表では、計14,300名が来場。コベルコブー
スにも多くのお客様にお越しいただき、コベルコの林
業分野への取り組みを大いにアピールすることができ
ました。

　コベルコ建機では油圧ショベルの本格スケールモデ
ル、SK135SR-5、SK200-10の販売を開始しました。
リアリティを表現するために、細部にまでこだわり抜
いて作られた１／50スケールのミニチュアです。こ
のほかにも、ハイブリッドショベルSK200H-10、e

マグ専用機、建物解体機をラインアップ。この機会に
コベルコ機のミニチュアにも、ぜひ注目してみてくだ
さい。

「2017森林・林業・
環境機械展示実演会」に出展

油圧ショベルの本格スケールモデルを発売

千葉
Wind 1 from

Chiba

香川
Wind 2 from

Kagawa

コベルコ
Wind 3 from

Kobelco

Wind of Kobelco 

日本全国、そして世界各国での
コベルコの活動をリポート！

Chiba

Kagawa

3

1.SK170-10ハーベスタ仕様機による造材作業実演　2.多
くの方にご来場いただいたデモンストレーションの様子

カスタム対応の
SK135SR-5Fロ
ングリーチ仕様

SK135SR-5

SK200-10

1.マシンコントロールがあれば、
若手社員でもアーム操作だけで
設計面に沿った仕上げ作業が可
能　2.デモンストレーションで
機械の特徴を解説　3.ハンマー
グラブを付けたBM1500Gと最
新型ラフテレーンクレーン　

4.遠隔操作で稼働する油圧シ
ョベル　5.衝突軽減システム
「K-EYE PRO」の試乗コーナー　
6.ミニチュアを稼働させなが
ら、施工工程の“見える化”
を体感　
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